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(57)【要約】
【課題】本発明の課題は、高精細化可能であり、かつマ
ルチカラー機能を搭載した有機ＥＬディスプレイを提供
することである。
【解決手段】本発明の有機ＥＬディスプレイ１０は、複
数列の第１アノード２０と複数列の第１カソード３０と
の間に、複数の有機ＥＬ発光ユニット６０が、中間電極
４０を介して相互に対向して積層された複数の発光画素
部５０と、複数の発光画素部５０の各々における複数の
有機ＥＬ発光ユニット６０の積層方向に設けられ、複数
の発光画素部５０の各々からの光を受光し、かつ当該受
光した光に応じて光電流を出力する複数の光電変換部９
０と、前記複数の光電変換部の各々から出力された前記
光電流の光強度情報に基づいて、前記複数の有機ＥＬ発
光ユニットの各々の輝度を調整する制御部１１と、を備
えることを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数列のアノードと、当該複数列のアノードとは異なる面に設けられた複数列のカソー
ドと、を有するパッシブ方式の有機ＥＬディスプレイであって、
　前記複数列のアノードと前記複数列のカソードとの間に、複数の有機ＥＬ発光ユニット
が、中間電極を介して相互に対向して積層された複数の発光画素部と、
　前記複数の発光画素部の各々における前記複数の有機ＥＬ発光ユニットの積層方向に設
けられ、前記複数の発光画素部の各々からの光を受光し、かつ当該受光した光に応じて光
電流を出力する複数の光電変換部と、
　前記複数の光電変換部の各々から出力された前記光電流の光強度情報に基づいて、前記
複数の有機ＥＬ発光ユニットの各々の輝度を調整する制御部と、
　を備えることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２】
　前記中間電極は、前記有機ＥＬ発光ユニットを発光させる電位差を生じさせる駆動部に
電気的に接続されていることを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項３】
　前記光電変換部のそれぞれが、当該光電変換部の前記積層方向に設けられた前記発光画
素部よりも、平面視したときに内側に配置されていることを特徴とする請求項１又は請求
項２に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項４】
　前記光電変換部が、フォトダイオード又はフォトトランジスターであることを特徴とす
る請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項５】
　前記複数の有機ＥＬ発光ユニットには、少なくとも、赤色（Ｒ）に発光する有機ＥＬ発
光ユニットと、緑色（Ｇ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットと、青色（Ｂ）に発光する有
機ＥＬ発光ユニットと、を含むことを特徴とする請求項１から請求項４までのいずれか一
項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項６】
　前記発光画素部が、前記アノード、第１有機ＥＬ発光ユニット、第１中間電極、第２有
機ＥＬ発光ユニット、第２中間電極及、第３有機ＥＬ発光ユニット、及び前記カソードが
順に積層された構成であり、
　前記第１有機ＥＬ発光ユニット、前記第２有機ＥＬ発光ユニット及び前記第３有機ＥＬ
発光ユニットが、それぞれ、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のうちいずれか一色
の光を重複することなく発光することを特徴とする請求項５に記載の有機ＥＬディスプレ
イ。
【請求項７】
　前記アノード及び前記第２中間電極が第１方向に沿って形成され、かつ前記カソード及
び前記第１中間電極が前記第１方向に交差する第２方向に沿って形成されていることを特
徴とする請求項６に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項８】
　前記複数の有機ＥＬ発光ユニットが、さらに白色（Ｗ）に発光する有機ＥＬ発光ユニッ
トを含むことを特徴とする請求項５に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項９】
　前記複数の有機ＥＬ発光ユニットが、黄色（Ｙ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットと、
青色（Ｂ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットと、を含むことを特徴とする請求項１から請
求項４までのいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１０】
　前記発光画素部が、マトリクス状に配置されていることを特徴とする請求項１から請求
項９までのいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬディスプレイに関する。より詳しくは、本発明は、高精細化可能で
あり、かつマルチカラー機能を搭載した有機ＥＬディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機材料のエレクトロルミネッセンス（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ：以
下、「ＥＬ」と略記する。）を利用した有機ＥＬ素子は、数Ｖ～数十Ｖ程度の低電圧で発
光が可能な薄膜型の完全固体素子であり、面発光体として注目されている。また、有機Ｅ
Ｌ素子は、その材料技術、製造技術及び駆動回路技術等の進歩により、フラットパネルデ
ィスプレイ（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＦＰＤ）の一つである有機ＥＬデ
ィスプレイとして実用化されている。
【０００３】
　有機ＥＬ素子は、２枚の電極間に少なくとも有機材料からなる発光層を挟持させた構成
であり、発光層で生じた発光光は電極を透過して外部に取り出される。このため、２枚の
電極のうちの少なくとも一方は、光透過性を有する電極（以下、「透明電極」ともいう。
）として構成される。この有機ＥＬ素子からなる表示画素を２次元的に多数配置して有機
ＥＬディスプレイとして用いている。
【０００４】
　有機ＥＬディスプレイの駆動方式としては、例えば、パッシブ方式とアクティブ方式が
知られている。
　パッシブ方式では、例えば、ストライプ状の陽極と陰極を互いに直交するように配置し
、一方をデータライン、他方をスキャンラインに割り当てている。そして、各ラインの端
にあるトランジスタからバイアス電圧を印加し、交叉点に位置する発光画素部を発光させ
ている。ここで、発光画素部には、例えば、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）等に発
光する発光素子（有機ＥＬ素子）が配置されている（例えば、特許文献１参照。）。
　また、アクティブ方式は、パッシブ方式を改良したものであり、各発光画素部にトラン
ジスタ等のアクティブ素子を配置して、発光画素部毎に電圧の印加を制御する方法である
。
【０００５】
　有機ＥＬディスプレイにおけるカラー化の方法としては、上述したＲＧＢの発光素子を
発光させる方法の他に、白色の発光素子をマトリクス状に配置し、カラーフィルターを組
み合わせて色付けする方法（カラーフィルター方式）も知られている（例えば、特許文献
２参照。）。
【０００６】
　ところで、近年、有機ＥＬディスプレイは、高精細化が進められ、さらに、それに対応
したマルチカラー機能を搭載することが求められている。
　上述したような従来の有機ＥＬディスプレイで高精細化を実現するためには、各発光画
素部の有機ＥＬ素子を高精細に形成する必要がある。しかしながら、有機ＥＬ素子を構成
する発光層を高精細にパターニングして形成することが困難であるため、高精細化可能で
あり、それに対応したマルチカラー機能を搭載した新しいタイプの有機ＥＬディスプレイ
が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特表２００９－５０６３５４号公報
【特許文献２】特開２００７－４２６３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　本発明は、上記問題・状況に鑑みてなされたものであり、その解決課題は、高精細化可
能であり、かつマルチカラー機能を搭載した有機ＥＬディスプレイを提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意検討した結果、アノードとカソードとの
間に、複数の有機ＥＬ発光ユニットが中間電極を介して相互に対向して積層された発光画
素部と、当該発光ユニットからの光を受光し光電流を出力する光電変換部と、当該光電流
に基づく光強度情報によって当該有機ＥＬユニットの輝度を調整する制御部と、を備える
ことで、高精細化可能であり、かつマルチカラー機能を搭載したパッシブ方式の有機ＥＬ
ディスプレイを実現できることを見いだし、本発明に至った。
　すなわち、本発明に係る上記課題は、以下の手段により解決される。
【００１０】
　１．複数列のアノードと、当該複数列のアノードとは異なる面に設けられた複数列のカ
ソードと、を有するパッシブ方式の有機ＥＬディスプレイであって、
　前記複数列のアノードと前記複数列のカソードとの間に、複数の有機ＥＬ発光ユニット
が、中間電極を介して相互に対向して積層された複数の発光画素部と、
　前記複数の発光画素部の各々における前記複数の有機ＥＬ発光ユニットの積層方向に設
けられ、前記複数の発光画素部の各々からの光を受光し、かつ当該受光した光に応じて光
電流を出力する複数の光電変換部と、
　前記複数の光電変換部の各々から出力された前記光電流の光強度情報に基づいて、前記
複数の有機ＥＬ発光ユニットの各々の輝度を調整する制御部と、
　を備えることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【００１１】
　２．前記中間電極は、前記有機ＥＬ発光ユニットを発光させる電位差を生じさせる駆動
部に電気的に接続されていることを特徴とする第１項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【００１２】
　３．前記光電変換部のそれぞれが、当該光電変換部の前記積層方向に設けられた前記発
光画素部よりも、平面視したときに内側に配置されていることを特徴とする第１項又は第
２項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【００１３】
　４．前記光電変換部が、フォトダイオード又はフォトトランジスターであることを特徴
とする第１項から第３項までのいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【００１４】
　５．前記複数の有機ＥＬ発光ユニットには、少なくとも、赤色（Ｒ）に発光する有機Ｅ
Ｌ発光ユニットと、緑色（Ｇ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットと、青色（Ｂ）に発光す
る有機ＥＬ発光ユニットと、を含むことを特徴とする第１項から第４項までのいずれか一
項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【００１５】
　６．前記発光画素部が、前記アノード、第１有機ＥＬ発光ユニット、第１中間電極、第
２有機ＥＬ発光ユニット、第２中間電極及、第３有機ＥＬ発光ユニット、及び前記カソー
ドが順に積層された構成であり、
　前記第１有機ＥＬ発光ユニット、前記第２有機ＥＬ発光ユニット及び前記第３有機ＥＬ
発光ユニットが、それぞれ、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のうちいずれか一色
の光を重複することなく発光することを特徴とする第５項に記載の有機ＥＬディスプレイ
。
【００１６】
　７．前記アノード及び前記第２中間電極が第１方向に沿って形成され、かつ前記カソー
ド及び前記第１中間電極が前記第１方向に交差する第２方向に沿って形成されていること
を特徴とする第６項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
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【００１７】
　８．前記複数の有機ＥＬ発光ユニットが、さらに白色（Ｗ）に発光する有機ＥＬ発光ユ
ニットを含むことを特徴とする第５項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【００１８】
　９．前記複数の有機ＥＬ発光ユニットが、黄色（Ｙ）に発光する有機ＥＬ発光ユニット
と、青色（Ｂ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットと、を含むことを特徴とする第１項から
第４項までのいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【００１９】
　１０．前記発光画素部が、マトリクス状に配置されていることを特徴とする第１項から
第９項までのいずれか一項に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の上記手段により、高精細化可能であり、かつフルカラー機能を搭載した有機Ｅ
Ｌディスプレイを提供することができる。
　本発明で規定する構成からなる有機ＥＬディスプレイの技術的特徴とその効果の発現機
構は、以下のとおりである。
【００２１】
　従来の有機ＥＬディスプレイは、従来の有機ＥＬディスプレイの一例を図１２に示すよ
うに、赤色に発光する発光画素部（図１２中のＲ）、緑色に発光する発光画素部（図１２
中のＧ）及び青色に発光する発光画素部（図１２中のＢ）がマトリクス状に並べられてお
り、その組み合わせでフルカラーが実現されている。
【００２２】
　このような従来の有機ＥＬディスプレイにおいて高精細化を実現するためには、各発光
画素部を高精細に形成する必要がある。しかしながら、有機ＥＬ素子で構成される各発光
画素部を高精細にパターニングして形成することは難しく、高精細化が困難であった。
【００２３】
　これに対し、本発明の有機ＥＬディスプレイでは、発光画素部が、複数の有機ＥＬ発光
ユニット（例えば、赤色発光ユニット、緑色発光ユニット及び青色発光ユニット）によっ
て積層された構成であり、発光画素部において、積層された複数の有機ＥＬ発光ユニット
のうちどの発光ユニットを発光させるかを選択することができる。したがって、図１２に
示したような従来の１つの色のみを発光する発光画素部を備えた有機ＥＬディスプレイよ
りも、高精細化可能な構成である。
　また、本発明の有機ＥＬディスプレイは、当該発光ユニットからの光を受光し、光電流
を出力する光電変換部と、当該光電流に基づく光強度情報によって当該有機ＥＬユニット
の輝度を調整する制御部を備えている。これにより、高精細化可能であり、かつマルチカ
ラー機能を搭載した有機ＥＬディスプレイを実現することができた。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の有機ＥＬディスプレイの概略構成を示すブロック図
【図２】有機ＥＬディスプレイの一例の表示領域の平面図
【図３】図２のIII-III部分で切断した断面図
【図４】図２のIV-IV部分で切断した断面図
【図５】図２に記載の有機ＥＬディスプレイについて、第２アノード、第２カソード、第
１アノード、第１中間電極、第２中間電極及び第１カソードの設けられた層を模式的に示
した分解斜視図
【図６】図２に記載の有機ＥＬディスプレイを駆動させる回路構成の一例を示す駆動回路
図
【図７】光検出回路部の一例を示す模式図
【図８】図６に記載の駆動回路において、各有機ＥＬ発光ユニットの駆動方法（発光方法
）を説明するタイミングチャート
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【図９】図６の駆動回路の１行目の赤色発光ユニットを発光する際に、駆動電流の流れる
方向を示した駆動回路図
【図１０】図６の駆動回路の１行目の緑色発光ユニットを発光する際に、駆動電流の流れ
る方向を示した駆動回路図
【図１１】図６の駆動回路の１行目の青色発光ユニットを発光する際に、駆動電流の流れ
る方向を示した駆動回路図
【図１２】従来の有機ＥＬディスプレイの概略構成を示すブロック図
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の有機ＥＬディスプレイは、複数列のアノードと、当該複数列のアノードとは異
なる面に設けられた複数列のカソードと、を有するパッシブ方式の有機ＥＬディスプレイ
であって、前記複数列のアノードと前記複数列のカソードとの間に、複数の有機ＥＬ発光
ユニットが、中間電極を介して相互に対向して積層された複数の発光画素部と、当該複数
の発光画素部の各々からの光を受光し、かつ当該受光した光に応じて光電流を出力する複
数の光電変換部と、複数の有機ＥＬ発光ユニットの各々の輝度を調整する制御部と、を備
えることを特徴とする。この特徴は、各請求項に係る発明に共通する又は対応する技術的
特徴である。
【００２６】
　本発明の実施態様としては、本発明の効果発現の観点から、前記中間電極は、前記有機
ＥＬ発光ユニットを発光させる電位差を生じさせる駆動部に電気的に接続されていること
が好ましい。
【００２７】
　本発明の実施態様としては、前記光電変換部のそれぞれが、当該光電変換部の前記積層
方向に設けられた前記発光画素部よりも、平面視したときに内側に配置されていることが
好ましい。これにより、光電変換部の層厚方向に位置する有機ＥＬ発光ユニット以外の有
機ＥＬ発光ユニットからの発光を受光しにくくなるので、光電変換部での光検出精度を向
上させることができる。
【００２８】
　本発明の実施態様としては、本発明の効果発現の観点から、前記光電変換部が、フォト
ダイオード又はフォトトランジスターであることが好ましい。
【００２９】
　本発明の実施態様としては、前記複数の有機ＥＬ発光ユニットに、少なくとも、赤色（
Ｒ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットと、緑色（Ｇ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットと
、青色（Ｂ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットと、を含むことで、フルカラーの有機ＥＬ
ディスプレイをすることができる。
【００３０】
　本発明の実施形態としては、本発明の効果発現の観点から、前記発光画素部が、前記ア
ノード、第１有機ＥＬ発光ユニット、第１中間電極、第２有機ＥＬ発光ユニット、第２中
間電極及、第３有機ＥＬ発光ユニット、及び前記カソードが順に積層された構成であり、
前記第１有機ＥＬ発光ユニット、前記第２有機ＥＬ発光ユニット及び前記第３有機ＥＬ発
光ユニットが、それぞれ、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のうちいずれか一色の
光を重複することなく発光することが好ましい。
【００３１】
　また、本発明の実施形態としては、本発明の効果発現の観点から、前記アノード及び前
記第２中間電極が第１方向に沿って形成され、かつ前記カソード及び前記第１中間電極が
前記第１方向に交差する第２方向に沿って形成されていることが好ましい。
【００３２】
　また、本発明の実施形態としては、本発明の効果発現の観点から、前記複数の有機ＥＬ
発光ユニットが、さらに白色（Ｗ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットを含むことが好まし
い。
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【００３３】
　また、本発明の実施形態としては、本発明の効果発現の観点から、前記複数の有機ＥＬ
発光ユニットが、黄色（Ｙ）に発光する有機ＥＬ発光ユニットと、青色（Ｂ）に発光する
有機ＥＬ発光ユニットと、を含むことが好ましい。
【００３４】
　また、本発明の実施形態としては、本発明の効果発現の観点から、前記発光画素部が、
マトリクス状に配置されていることが好ましい。
【００３５】
　以下、本発明とその構成要素、及び本発明を実施するための形態・態様について詳細な
説明をする。なお、本願において、数値範囲を表す「～」は、その前後に記載される数値
を下限値及び上限値として含む意味で使用している。
【００３６】
［有機ＥＬディスプレイ］
　本発明の有機ＥＬディスプレイ１０は、複数列の第１アノード２０と、当該複数列の第
１アノード２０とは異なる面に設けられた複数列の第１カソード３０と、を有するパッシ
ブ方式の有機ＥＬディスプレイ１０であって、複数列の第１アノード２０と複数列の第１
カソード３０との間に、複数の有機ＥＬ発光ユニット６０（例えば、６０Ｒ、６０Ｇ及び
６０Ｂ）が、中間電極４０を介して相互に対向して積層された複数の発光画素部５０と、
複数の発光画素部５０の各々における複数の有機ＥＬ発光ユニットの積層方向に設けられ
、当該複数の発光画素部５０の各々からの光を受光し、かつ当該受光した光に応じて光電
流を出力する複数の光電変換部９０と、複数の光電変換部９０の各々から出力された光電
流の光強度情報に基づいて、複数の有機ＥＬ発光ユニット６０の各々の輝度を調整する制
御部１１と、を備えた構成である（図１～図５）。ここで、中間電極４０は、有機ＥＬ発
光ユニット６０を発光させる電位差を生じさせる駆動部（第１ドライバー１２又は第２ド
ライバー１３）に電気的に接続されていることが好ましい。
【００３７】
　また、本明細書において「有機ＥＬ発光ユニット」とは、一対の電極間に設けられてい
る正孔注入輸送層、発光層、電子注入輸送層等で構成される有機ＥＬ素子の電極以外の部
分のことを意味する。また、有機ＥＬ発光ユニット６０は、例えば、赤色（Ｒ）、緑色（
Ｇ）、青色（Ｂ）等の色の光を独立して発光する発光層を有している。
　また、本明細書では、赤色（Ｒ）に発光する発光層を有する有機ＥＬ発光ユニット６０
を赤色発光ユニット６０Ｒ、緑色（Ｇ）に発光する発光層を有する有機ＥＬ発光ユニット
６０を緑色発光ユニット６０Ｇ、青色（Ｂ）に発光する発光層を有する有機ＥＬ発光ユニ
ット６０を青色発光ユニット６０Ｂともいう。
【００３８】
　また、本明細書において「光強度情報」とは、光電変換部が受光量に応じて出力した光
電流、又は当該光電流に基づいて得られた電流信号若しくは電圧信号をいう。
【００３９】
　本発明の有機ＥＬディスプレイ１０の概略構成の一例を図１に示す。
　図１に示す有機ＥＬディスプレイ１０は、映像等が表示される表示領域１４にマトリク
ス状に配置された発光画素部５０と、当該発光画素部５０からの光を受光し光電流を出力
する光電変換部９０と、発光画素部５０の駆動を制御する駆動部としての第１ドライバー
１２及び第２ドライバー１３と、光電変換部９０で出力した光電流を電圧に変換する光検
出回路部１５と、第１ドライバー１２、第２ドライバー１３及び光検出回路部１５を統括
制御する制御部１１等から構成されている。
【００４０】
　光検出回路部１５は、例えば、電流－電圧変換回路であり、光電変換部９０の各々から
出力された光電流を電圧信号に変換する。
　制御部１１は、外部装置（図示しない）から供給される映像信号に応じて第１ドライバ
ー１２及び第２ドライバー１３を制御し、各発光画素部５０における発光を制御する。ま
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た、制御部１１は、光検出回路部１５から出力された光強度情報（例えば、電圧信号）に
基づいて、複数の有機ＥＬ発光ユニット６０（それぞれの赤色発光ユニット６０Ｒ、緑色
発光ユニット６０Ｇ、青色発光ユニット６０Ｂ）に対する駆動電流を調整し、発光量を調
整することで所定の輝度となる。
【００４１】
　以下の説明においては、有機ＥＬディスプレイ１０の一例として、赤色発光ユニット６
０Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及び青色発光ユニット６０Ｂの三つの有機ＥＬ発光ユニッ
ト６０が積層された発光画素部５０が、２行２列の計四つ配置された構成について説明す
る。
　また、図２～５に示すように、第１アノード２０が形成されている方向（第１方向Ｄ１
）と平行な方向を左右方向、第１カソード３０が形成されている方向（第２方向Ｄ２）と
平行な方向を前後方向、当該前後方向及び当該左右方向にそれぞれ直交する方向を上下方
向として図面に付して説明する。また、図２～図５では、第１ドライバー１２、第２ドラ
イバー１３、光検出回路部１５及び制御部１１については記載を省略する。
【００４２】
　有機ＥＬディスプレイ１０は、図３及び図４に示すように、例えば、透明基材７０上に
、第２アノード９１、受光層９２、第２カソード９３、絶縁層９４、第１アノード２０、
赤色発光ユニット６０Ｒ、第１中間電極４１、緑色発光ユニット６０Ｇ、第２中間電極４
２、青色発光ユニット６０Ｂ、及び第１カソード３０が順に積層されて形成されている。
なお、図３は図２のIII-III部分で切断した断面図であり、図４は図２のIV-IV部分で切断
した断面図である。
　また、有機ＥＬディスプレイ１０は、外周部に設けられた封止膜８０と、当該封止膜８
０の上部に設けられた封止部材８１によって封止されている。
　発光画素部５０で発光した光は、第１アノード２０側から取り出される。なお、発光画
素部５０で発光した光を第１カソード３０側からも取り出せるようにして、両面発光型の
有機ＥＬディスプレイ１０としてもよい。
【００４３】
　また、有機ＥＬディスプレイ１０に形成されている電極のうち、第１アノード２０、第
２中間電極４２及び第２アノード９１は第１方向Ｄ１（左右方向）、第１カソード３０、
第１中間電極４１及び第２カソード９３は第２方向Ｄ２（前後方向）に沿って、平面視し
た際に交互に交わるような位置関係で形成されている（図２及び図５）。
【００４４】
　また、第１アノード２０及び第２中間電極４２は、平面視した際に重なるように形成さ
れている。また、第１カソード３０及び第１中間電極４１も、平面視した際に重なるよう
に形成されている。
【００４５】
　なお、図５は、下から順に、第２アノード９１、第２カソード９３、第１アノード２０
、第１中間電極４１、第２中間電極４２、第１カソード３０の設けられた層を模式的に示
した分解斜視図である。また、図５中の破線の矢印Ｉｄの方向は、各有機ＥＬ発光ユニッ
ト６０を発光する際に、駆動電流が流れる方向の一例を示している。また、図５中の破線
の矢印Ｉｐの方向は、各光電変換部９０で受光した際に、光電流が流れる方向の一例を示
している。
【００４６】
　また、有機ＥＬディスプレイ１０は、第１アノード２０、第１中間電極４１、第２中間
電極４２及び第１カソード３０の４つの電極が平面視した際に重なる部分に、発光画素部
５０を有している。
【００４７】
　また、第１アノード２０及び第２中間電極４２は、第１ドライバー１２に接続され、第
１カソード３０及び第１中間電極４１は第２ドライバー１３に接続されている。そして、
第１ドライバー１２及び第２ドライバー１３による制御によって、表示領域１４内の発光
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画素部５０を選択し、赤色発光ユニット６０Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ又は青色発光ユ
ニット６０Ｂを挟む電極間に電位差が生じさせることで、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）又は青
色（Ｂ）の光が発光する。
　具体的には、第１アノード２０と第１中間電極４１との間に電位差を生じさせることで
赤色発光ユニット６０Ｒが発光する。また、第１中間電極４１と第２中間電極４２との間
に電位差を生じさせることで、緑色発光ユニット６０Ｇが発光する。また、第２中間電極
４２と第１カソード３０との間に電位差を生じさせることで、青色発光ユニット６０Ｂを
発光する。
【００４８】
　また、有機ＥＬディスプレイ１０は、第２アノード９１及び第２カソード９３の２つの
電極が平面視した際に重なる部分に、光電変換部９０を有している。
　また、光電変換部９０は、発光画素部５０の各々における複数の有機ＥＬ発光ユニット
６０（６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂ）の積層方向（上下方向）に設けられている。光電変換部
９０は、当該光電変換部９０の上下方向に位置する有機ＥＬ発光ユニット６０（６０Ｒ、
６０Ｇ、６０Ｂ）からの光を受光することができれば、配置位置は適宜変更可能であるが
、当該光電変換部９０の上下方向（有機ＥＬ発光ユニット６０の積層方向）に設けられた
発光画素部５０よりも、平面視したときに内側となるように配置されていることが好まし
い（図２～５等参照）。これにより、光電変換部９０の上下方向に位置する複数の有機Ｅ
Ｌ発光ユニット６０（６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂ）以外の有機ＥＬ発光ユニット６０からの
発光を受光しにくくなるので、光電変換部９０での光検出精度を向上させることができる
。
【００４９】
　また、第２アノード９１及び第２カソード９３は、光検出回路部１５に接続されている
。光電変換部９０は、各有機ＥＬ発光ユニット６０（６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂ）からの光
を受光すると、受光した光の強度に比例した光電流を出力する。ここで、出力された光電
流は、光検出回路部１５に伝送される。
　本発明における好ましい光電変換部９０としては、例えば、フォトダイオード又はフォ
トトランジスターである。フォトダイオードとしては、例えば、Ｓｉフォトダイオード、
ＩｎＧａＡｓフォトダイオード、ＧａＡｓＰフォトダイオード、Ｇｅフォトダイオード等
の公知のフォトダイオードを使用することができる。
【００５０】
　また、本実施形態の有機ＥＬディスプレイ１０では、公知の方法によって階調制御が行
われている。例えば、制御部１１による第１ドライバー１２及び第２ドライバー１３の制
御によって、各有機ＥＬ発光ユニット６０への駆動電圧や駆動電圧を印加する時間幅を調
節することで階調制御が行われる。階調制御方法としては、駆動電圧を一定にして時間幅
を調節するパルス幅変調（ＰＷＭ，Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）方
式や、時間幅を一定にして駆動電圧を調節するパルス振幅変調（ＰＡＭ，Ｐｕｌｓｅ　Ａ
ｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）方式等の公知の方法を採用することができる
。
【００５１】
［有機ＥＬディスプレイの駆動回路とその駆動方法］
　図２～５に示した本発明の一実施形態に係る有機ＥＬディスプレイ１０の駆動回路と、
その駆動方法について図６を用いて説明する。図６は、図２～図５で示した有機ＥＬディ
スプレイ１０を駆動させる回路構成の一例を示す駆動回路図である。
【００５２】
　本実施形態に係る有機ＥＬディスプレイ１０の駆動回路は、高電位側電源Ｖｄｄ１，Ｖ
ｄｄ２と、低電位側電源Ｖｓｓ１，Ｖｓｓ２と、電流引き込み型（プル型）の定電流源Ｉ
ｒ－１，Ｉｂ－１，Ｉｒ－２，Ｉｂ－２と、電流吐き出し型（プッシュ型）の定電流源Ｉ
ｇ－１，Ｉｇ－２と、発光画素部５０を構成するダイオードである赤色発光ユニット６０
Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及び青色発光ユニット６０Ｂと、光検出回路部１５と、光電
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変換部９０と、を有する構成である。
　ここで、高電位側電源Ｖｄｄ１及びＶｄｄ２はそれぞれ同じ電圧の電源であり、高電位
側電源Ｖｄｄ１はゲート側、高電位側電源Ｖｄｄ２はソース側にそれぞれ設けられている
。また、低電位側電源Ｖｓｓ１及びＶｓｓ２はそれぞれ同じ電圧の電源であり、低電位側
電源Ｖｓｓ１はゲート側、低電位側電源Ｖｓｓ２はソース側にそれぞれ設けられている。
【００５３】
　電流引き込み型の定電流源電源Ｉｒ－１，Ｉｂ－１，Ｉｒ－２，Ｉｂ－２は、それぞれ
、低電位側電源Ｖｓｓ２に接続されている。
　電流吐き出し型の定電流源Ｉｇ－１，Ｉｇ－２は、それぞれ、高電位側電源Ｖｄｄ２に
接続されている。
【００５４】
　また、有機ＥＬディスプレイ１０は、電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）のスイッチ機能
を有する、ゲート側のスイッチＧ１－１，Ｇ１－２，Ｇ１－３，Ｇ２－１，Ｇ２－２，Ｇ
２－３と、ソース側のスイッチＳ１－１，Ｓ１－２，Ｓ１－３，Ｓ２－１，Ｓ２－２，Ｓ
２－３と、を有している。そして、第１ドライバー１２がゲート側のスイッチのオン・オ
フを制御し、かつ第２ドライバー１３がソース側のスイッチのオン・オフを制御すること
で、発光画素部５０への駆動電流が制御されている。
　また、これらのスイッチのうち、赤色発光ユニット６０Ｒと高電位側電源Ｖｄｄ１との
間のスイッチＧ１－１，Ｇ２－１、青色発光ユニット６０Ｂと高電位側電源Ｖｄｄ１との
間のスイッチＧ１－２，Ｇ２－２、緑色発光ユニット６０Ｇと定電流源Ｉｇ－１，Ｉｇ－
２との間のスイッチＳ１－２，Ｓ２－２は、それぞれＰチャネル型のスイッチである。
　また、他方、緑色発光ユニット６０Ｇと低電位側電源Ｖｓｓ１との間のスイッチＧ１－
３，Ｇ２－３、赤色発光ユニット６０Ｒと定電流源Ｉｒ－１，Ｉｒ－２とのスイッチＳ１
－１，Ｓ２－１、青色発光ユニット６０Ｂと定電流源Ｉｂ－１，Ｉｂ－２との間のスイッ
チＳ１－３，Ｓ２－３は、それぞれＮチャネル型のスイッチである。
【００５５】
　光電変換部９０は、各発光画素部５０に対して１つずつ設けられており、各発光画素部
５０を構成する赤色発光ユニット６０Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及び青色発光ユニット
６０Ｂからの光を受光する。また、光電変換部９０は、第２アノード９１及び第２カソー
ド９３によって光検出回路部１５に接続されている。
【００５６】
　光検出回路部１５は、例えば、図７に示すようなオペアンプ１６を備えた電流－電圧変
換回路である。光検出回路部１５に接続された光電変換部９０には、逆電圧Ｖｉｎが印加
されているため、光の非照射時には電流はほとんど流れないが、光が照射されると、入射
光の強度に比例した光電流Ｉｐが出力され、光検出回路部１５に伝送される。ここで、光
電流Ｉｐが、帰還抵抗Ｒを通して全てオペアンプ１６の出力側に流れると仮定すると、オ
ペアンプ１６の出力側には、Ｖоｕｔ＝－ＩｐＲの電圧が発生する。
　なお、本発明に適用可能な光検出回路部１５の一例を図７に示したが、これに限られず
公知の電流－電圧変換回路を使用可能である。
【００５７】
　次に、発光画素部５０を構成する赤色発光ユニット６０Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及
び青色発光ユニット６０Ｂのうちいずれか一つを選択的に発光（駆動）する方法について
、図８に示すタイミングチャートを用いて説明する。
　図８に示すタイミングチャートは、２行×２列に配置された計四つの発光画素部５０（
図２～５参照）において、（１）～（３）は１行目にある二つの発光画素部５０を発光さ
せる場合、（４）～（６）は２行目にある二つの発光画素部５０を発光させる場合におけ
る各スイッチのオン・オフを示している。具体的には、図８に示すタイミングチャートは
、四つの発光画素部５０において、（１）１行目を赤色、（２）１行目を緑色、（３）１
行目を青色、（４）２行目を赤色、（５）２行目を緑色、（６）２行目を青色にそれぞれ
発光させるときの各スイッチのオン・オフを示している。
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　各スイッチのオン・オフは、第１ドライバー１２又は第２ドライバー１３による電圧の
制御によって行われ、所定のスイッチをオン・オフしたときに、所定の位置の発光画素部
５０を、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のうちいずれか一色を発光することがで
きる。
【００５８】
　Ｐチャネル型のスイッチ（Ｇ１－１，Ｇ２－１，Ｇ１－２，Ｇ２－２，Ｓ１－２，Ｓ２
－２）は、Ｌｏｗ期間でオン、Ｈｉｇｈ期間でオフとなる。
　Ｎチャネル型のスイッチ（Ｇ１－３，Ｇ２－３，Ｓ１－１，Ｓ２－１，Ｓ１－３，Ｓ２
－３）は、Ｈｉｇｈ期間でオン、Ｌｏｗ期間でオフとなる。
【００５９】
　以下、図８のタイミングチャートの（１）１行目を赤色、（２）１行目を緑色、（３）
１行目を青色、（４）２行目を赤色、（５）２行目を緑色、（６）２行目を青色に発光さ
せる際の、駆動電流の方向について図９～１１を用いて説明する。なお、図９～１１では
、図６の各スイッチの記号をそれぞれ簡略化し、オン・オフの状態を示している。
【００６０】
　まず、図８のタイミングチャートにおいて、駆動回路の１行目の発光画素部５０を赤色
（図８中の（１））に発光させる際に、駆動回路を流れる電流の方向を図９に矢印で示す
。
　駆動回路の１行目を赤色に発光する場合、スイッチＧ１－１、スイッチＳ１－１及びス
イッチＳ２－１の三つのスイッチをオンにする。これにより、定電流源Ｉｒ－１，Ｉｒ－
２が、高電位側電源Ｖｄｄ１側から、１行目の発光画素部５０を構成する赤色発光ユニッ
ト６０Ｒを介して所定の設定電流を引き込み、当該赤色発光ユニット６０Ｒが発光する。
　ここで、駆動回路において、スイッチＧ１－１と赤色発光ユニット６０Ｒとの間の配線
は、第１アノード２０に対応している。また、赤色発光ユニット６０ＲとスイッチＳ１－
１，Ｓ２－１との間の配線は、それぞれ第１中間電極４１に対応している。また、第１ド
ライバー１２がスイッチＧ１－１のオン・オフの制御を行い、第２ドライバー１３がスイ
ッチＳ１－１，Ｓ２－１のオン・オフの制御を行っている。
【００６１】
　次に、図８のタイミングチャートにおいて、駆動回路の１行目の発光画素部５０を緑色
（図８中の（２））に発光させる際に、駆動回路を流れる電流の方向を図１０に矢印で示
す。
　駆動回路の１行目を緑色に発光する場合、スイッチＧ１－３、スイッチＳ１－２及びス
イッチＳ２－２の三つのスイッチをオンにする。これにより、所定の設定電流が、定電流
源Ｉｇ－１，Ｉｇ－２から１行目の発光画素部５０を構成する緑色発光ユニット６０Ｇに
供給され、１行目の緑色発光ユニット６０Ｇが発光する。また、緑色発光ユニット６０Ｇ
を通過した電流は、最終的には低電位側電源Ｖｓｓ１に引き込まれる。
　ここで、駆動回路において、スイッチＳ１－２，Ｓ２－２と緑色発光ユニット６０Ｇと
の間の配線は、それぞれ第１中間電極４１に対応している。また、緑色発光ユニット６０
ＧとスイッチＧ１－３との間の配線は、第２中間電極４２に対応している。また、第１ド
ライバー１２がスイッチＧ１－３のオン・オフの制御を行い、第２ドライバー１３がスイ
ッチＳ１－２，Ｓ２－２のオン・オフの制御を行っている。
【００６２】
　次に、図８のタイミングチャートにおいて、駆動回路の１行目の発光画素部５０を青色
（図８中の（３））に発光させる際に、駆動回路を流れる電流の方向を図１１に矢印で示
す。
　駆動回路の１行目を青色に発光する場合、スイッチＧ１－２、スイッチＳ１－３及びス
イッチＳ２－３の三つのスイッチをオンにする。これにより、定電流源Ｉｂ－１，Ｉｂ－
２が、高電位側電源Ｖｄｄ１側から、１行目の発光画素部５０を構成する青色発光ユニッ
ト６０Ｂを介して所定の設定電流を引き込み、１行目の青色発光ユニット６０Ｂが発光す
る。
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　ここで、駆動回路において、スイッチＧ１－２と青色発光ユニット６０Ｂとの間の配線
は、第２中間電極４２に対応している。また、青色発光ユニット６０ＢとスイッチＳ１－
３，Ｓ２－３との間の配線は、それぞれ第１カソード３０に対応している。また、第１ド
ライバー１２がスイッチＧ１－２のオン・オフの制御を行い、第２ドライバー１３がスイ
ッチＳ１－３，Ｓ２－３のオン・オフの制御を行っている。
【００６３】
　また、図８のタイミングチャートにおいて、駆動回路の２行目の発光画素部５０を赤色
（図８中の（４））に発光させる方法としては、図９で説明した１行目の発光画素部５０
を赤色（図８中の（１））に発光する方法において、オンにするスイッチＧ１－１を、ス
イッチＧ２－１に変更する以外は同様である。
【００６４】
　また、図８のタイミングチャートにおいて、駆動回路の２行目の発光画素部５０を緑色
（図８中の（５））に発光させる方法としては、図１０で説明した１行目の発光画素部５
０を緑色（図８中の（２））に発光する方法において、オンにするスイッチＧ１－３を、
スイッチＧ２－３に変更する以外は同様である。
【００６５】
　また、図８のタイミングチャートにおいて、駆動回路の２行目の発光画素部５０を青色
（図８中の（６））に発光させる方法としては、図１１で説明した１行目の発光画素部５
０を青色（図８中の（３））に発光する方法において、オンにするスイッチＧ１－２を、
スイッチＧ２－２に変更する以外は同様である。
【００６６】
［有機ＥＬ発光ユニットの構成］
　有機ＥＬディスプレイ１０の表示領域１４には、図２～５で説明したように、複数の有
機ＥＬ発光ユニット６０（例えば、赤色発光ユニット６０Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及
び青色発光ユニット６０Ｂ）により構成された発光画素部５０を有している。また、有機
ＥＬディスプレイ１０は、外周部に設けられた封止膜８０と、当該封止膜８０の上部に設
けられた封止部材８１によって封止されている。
【００６７】
　以下に、各有機ＥＬ発光ユニット６０の構成の代表例を示す。また、本発明において、
有機ＥＬ発光ユニットとは、一対の電極間に設けられている正孔注入輸送層、発光層、電
子注入輸送層等で構成される以下に示す有機ＥＬ素子の電極以外の部分のことを指す。
【００６８】
　（ｉ）陽極／正孔注入輸送層／発光層／電子注入輸送層／陰極
　（ii）陽極／正孔注入輸送層／発光層／正孔阻止層／電子注入輸送層／陰極
　（iii）陽極／正孔注入輸送層／電子阻止層／発光層／正孔阻止層／電子注入輸送層／
陰極
　（iv）陽極／正孔注入層／正孔輸送層／発光層／電子輸送層／電子注入層／陰極
　（ｖ）陽極／正孔注入層／正孔輸送層／発光層／正孔阻止層／電子輸送層／電子注入層
／陰極
　（vi）陽極／正孔注入層／正孔輸送層／電子阻止層／発光層／正孔阻止層／電子輸送層
／電子注入層／陰極
　更に、発光層間には非発光性の中間層を有していてもよい。中間層は電荷発生層であっ
てもよく、マルチフォトンユニット構成であってもよい。
　また、本明細書において、「陽極」は、有機ＥＬ発光ユニット６０の発光層を発光させ
る際に、アノードとして機能する側の電極という意味で使用している。また、「陰極」は
有機ＥＬ発光ユニット６０の発光層を発光させる際に、カソードとして機能する側の電極
という意味で使用している。
　具体的には、赤色発光ユニット６０Ｒでは、「陽極」が第１アノード２０、「陰極」が
第１中間電極４１にそれぞれ対応する。また、緑色発光ユニット６０Ｇでは、「陽極」が
第１中間電極４１、「陰極」が第２中間電極４２にそれぞれ対応する。また、青色発光ユ
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ニット６０Ｂでは、「陽極」が第２中間電極４２、「陰極」が第１カソード３０にそれぞ
れ対応する。
　次いで、各層の詳細について説明する。
【００６９】
＜透明基材＞
　透明基材７０としては、例えば、ガラス、プラスチック等の透明材料を挙げることがで
きる。好ましく用いられる透明な透明基材７０としては、ガラス、石英、樹脂フィルムを
挙げることができる。
【００７０】
　ガラス材料としては、例えば、シリカガラス、ソーダ石灰シリカガラス、鉛ガラス、ホ
ウケイ酸塩ガラス、無アルカリガラス等が挙げられる。これらのガラス材料の表面には、
隣接する層との密着性、耐久性、平滑性の観点から、必要に応じて、研磨等の物理的処理
、無機物又は有機物からなる被膜や、これらの被膜を組み合わせたハイブリッド被膜を形
成することができる。
【００７１】
　樹脂フィルムを構成する樹脂材料としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート（略
称：ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（略称：ＰＥＮ）等のポリエステル、ポリエチ
レン、ポリプロピレン、セロファン、セルロースジアセテート、セルローストリアセテー
ト（略称：ＴＡＣ）、セルロースアセテートブチレート、セルロースアセテートプロピオ
ネート（略称：ＣＡＰ）、セルロースアセテートフタレート、セルロースナイトレート等
のセルロースエステル類及びそれらの誘導体、ポリ塩化ビニリデン、ポリビニルアルコー
ル、ポリエチレンビニルアルコール、シンジオタクティックポリスチレン、ポリカーボネ
ート、ノルボルネン樹脂、ポリメチルペンテン、ポリエーテルケトン、ポリイミド、ポリ
エーテルスルホン（略称：ＰＥＳ）、ポリフェニレンスルフィド、ポリスルホン類、ポリ
エーテルイミド、ポリエーテルケトンイミド、ポリアミド、フッ素樹脂、ナイロン、ポリ
メチルメタクリレート、アクリル及びポリアリレート類、アートン（商品名ＪＳＲ社製）
及びアペル（商品名三井化学社製）等のシクロオレフィン系樹脂等を挙げることができる
。
【００７２】
　また、上記説明した透明基材７０上に、必要に応じて、ガスバリアー層を設ける構成で
あってもよい。
【００７３】
　ガスバリアー層を形成する材料としては、水分や酸素など、有機ＥＬ発光ユニット６０
の性能劣化を引き起こす成分の浸入を抑制する機能を有する材料であればよく、例えば、
酸化ケイ素、二酸化ケイ素、窒化ケイ素などの無機物を用いることができる。更に、ガス
バリアー層の脆弱性を改良するため、これら無機層と有機材料からなる有機層の積層構造
を持たせることがより好ましい。無機層と有機層の積層順については特に制限はないが、
両者を交互に複数回積層させることが好ましい。
【００７４】
＜アノード、中間電極＞
　第１アノード２０及び中間電極４０（第１中間電極４１及び第２中間電極４２）は、Ａ
ｇ、Ａｕ等の金属又は金属を主成分とする合金、ＣｕＩ、又はインジウム－スズの複合酸
化物（ＩＴＯ）、ＳｎＯ２及びＺｎＯ等の金属酸化物を挙げることができるが、金属又は
金属を主成分とする合金であることが好ましく、更に好ましくは、銀又は銀を主成分とす
る合金である。
【００７５】
　また、本実施形態の有機ＥＬディスプレイ１０では、少なくとも第１アノード２０から
発光光を取り出す構成であるため、第１アノード２０及び中間電極４０は透明電極である
。
透明電極を、銀を主成分として構成する場合、銀の純度としては、９９％以上であること



(14) JP 2018-120726 A 2018.8.2

10

20

30

40

50

が好ましい。また、銀の安定性を確保するためにパラジウム（Ｐｄ）、銅（Ｃｕ）及び金
（Ａｕ）等が添加されていてもよい。
【００７６】
　透明電極は銀を主成分として構成されている層であるが、具体的には、銀単独で形成し
ても、又は銀（Ａｇ）を含有する合金から構成されていてもよい。そのような合金として
は、例えば、銀－マグネシウム（Ａｇ－Ｍｇ）、銀－銅（Ａｇ－Ｃｕ）、銀－パラジウム
（Ａｇ－Ｐｄ）、銀－パラジウム－銅（Ａｇ－Ｐｄ－Ｃｕ）、銀－インジウム（Ａｇ－Ｉ
ｎ）などが挙げられる。
【００７７】
　上記電極を構成する各構成材料の中でも、本発明に係る有機ＥＬ発光ユニット６０を構
成する電極としては、銀を主成分として構成し、厚さが２～２０ｎｍの範囲内にある透明
電極であることが好ましいが、更に好ましくは厚さが４～１２ｎｍの範囲内である。厚さ
が２０ｎｍ以下であれば、透明電極の吸収成分及び反射成分が低く抑えられ、高い光透過
率が維持されるため好ましい。
【００７８】
　本発明でいう銀を主成分として構成している層とは、透明電極中の銀の含有量が６０質
量％以上であることをいい、好ましくは銀の含有量が８０質量％以上であり、より好まし
くは銀の含有量が９０質量％以上であり、特に好ましくは銀の含有量が９８質量％以上で
ある。また、本発明に係る透明電極でいう「透明」とは、波長５５０ｎｍでの光透過率が
５０％以上であることをいう。
【００７９】
　透明電極においては、銀を主成分として構成されている層が、必要に応じて複数の層に
分けて積層された構成であっても良い。
【００８０】
　また、本発明においては、電極が、銀を主成分として構成する透明電極である場合には
、形成する透明電極の銀膜の均一性を高める観点から、その下部に、下地層を設けること
が好ましい。下地層としては、特に制限はないが、窒素原子又は硫黄原子を有する有機化
合物を含有する層であることが好ましく、当該下地層上に、透明電極を形成する方法が好
ましい態様である。
【００８１】
＜発光層＞
　本発明に係る有機ＥＬ発光ユニット６０は、例えば、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（
Ｂ）等の色の光を独立して発光する発光層を有している。
【００８２】
　有機ＥＬ発光ユニット６０を構成する発光層は、発光材料としてリン光発光性化合物が
含有されている構成が好ましい。
【００８３】
　当該発光層は、電極又は電子輸送層から注入された電子と、正孔輸送層から注入された
正孔とが再結合して発光する層であり、発光する部分は発光層の層内であっても発光層と
隣接する層との界面であってもよい。
【００８４】
　このような発光層としては、含まれる発光材料が発光要件を満たしていれば、その構成
には特に制限はない。また、同一の発光スペクトルや発光極大波長を有する層が複数層あ
ってもよい。この場合、各発光層間には非発光性の中間層を設ける構成であることが好ま
しい。
【００８５】
　発光層の厚さの総和は、概ね１～１００ｎｍの範囲内にあることが好ましく、より低い
駆動電圧で発光させることができる点から１～３０ｎｍの範囲内がさらに好ましい。なお
、発光層の厚さの総和とは、発光層間に非発光性の中間層が存在する場合には、当該中間
層も含む厚さである。
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【００８６】
　以上のような発光層は、後述する発光材料やホスト化合物を、例えば、真空蒸着法、ス
ピンコート法、キャスト法、ＬＢ法（ラングミュア・ブロジェット、Ｌａｎｇｍｕｉｒ　
Ｂｌｏｄｇｅｔｔ法）及びインクジェット法等の公知の方法により形成することができる
。
【００８７】
　また、発光層は、複数の発光材料を混合してもよく、リン光発光材料と蛍光発光材料（
蛍光ドーパント、蛍光性化合物ともいう）とを同一発光層中に混合して用いてもよい。発
光層の構成としては、ホスト化合物（発光ホスト等ともいう）及び発光材料（発光ドーパ
ント化合物ともいう。）を含有し、発光材料より発光させることが好ましい。
【００８８】
（ホスト化合物）
　発光層に含有されるホスト化合物としては、室温（２５℃）におけるリン光発光のリン
光量子収率が０．１未満の化合物が好ましい。さらにリン光量子収率が０．０１未満であ
ることが好ましい。また、発光層に含有される化合物の中で、その層中での体積比が５０
％以上であることが好ましい。
【００８９】
　ホスト化合物としては、公知のホスト化合物を単独で用いてもよく、又は、複数種のホ
スト化合物を用いてもよい。ホスト化合物を複数種用いることで、電荷の移動を制御する
ことが可能となり、有機ＥＬ発光ユニット６０を高効率化することができる。また、後述
する発光材料を複数種用いることで、異なる発光成分を混ぜることが可能となり、これに
より任意の発光色を得ることができる。
【００９０】
　発光層に用いられるホスト化合物としては、従来公知の低分子化合物でも、繰り返し単
位をもつ高分子化合物でもよく、ビニル基やエポキシ基のような重合性基を有する低分子
化合物（蒸着重合性発光ホスト）でもよい。
【００９１】
（発光材料）
　本発明で用いることのできる代表的な発光材料としては、リン光発光性化合物（リン光
性化合物、リン光発光材料又はリン光発光ドーパントともいう。）及び蛍光発光性化合物
（蛍光性化合物又は蛍光発光材料ともいう。）が挙げられる。
【００９２】
（リン光発光性化合物）
　リン光発光性化合物とは、励起三重項からの発光が観測される化合物であり、具体的に
は室温（２５℃）にてリン光発光する化合物であり、リン光量子収率が２５℃で０．０１
以上の化合物であると定義されるが、好ましいリン光量子収率は０．１以上である。
【００９３】
　上記リン光量子収率は、第４版実験化学講座７の分光IIの３９８頁（１９９２年版、丸
善）に記載の方法により測定できる。溶液中でのリン光量子収率は、種々の溶媒を用いて
測定できるが、本発明においてリン光発光性化合物を用いる場合、任意の溶媒のいずれか
において、上記リン光量子収率として０．０１以上が達成されればよい。
【００９４】
　リン光発光性化合物は、一般的な有機ＥＬ素子の発光層に使用される公知のものの中か
ら適宜選択して用いることができるが、好ましくは元素の周期表で８～１０族の金属を含
有する錯体系化合物であり、さらに好ましくはイリジウム化合物、オスミウム化合物、白
金化合物（白金錯体系化合物）又は希土類錯体であり、中でも最も好ましいのはイリジウ
ム化合物である。
【００９５】
　本発明においては、少なくとも一つの発光層が、２種以上のリン光発光性化合物が含有
されていてもよく、発光層におけるリン光発光性化合物の濃度比が発光層の厚さ方向で変
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化している態様であってもよい。
【００９６】
　本発明において好ましいリン光発光性化合物としては、Ｉｒを中心金属に有する有機金
属錯体が挙げられる。さらに好ましくは、金属－炭素結合、金属－窒素結合、金属－酸素
結合、金属－硫黄結合の少なくとも一つの配位様式を含む錯体が好ましい。
【００９７】
（蛍光発光性化合物）
　蛍光発光性化合物としては、クマリン系色素、ピラン系色素、シアニン系色素、クロコ
ニウム系色素、スクアリウム系色素、オキソベンツアントラセン系色素、フルオレセイン
系色素、ローダミン系色素、ピリリウム系色素、ペリレン系色素、スチルベン系色素、ポ
リチオフェン系色素又は希土類錯体系蛍光体等が挙げられる。
【００９８】
＜有機ＥＬ発光ユニット＞
　次いで、有機ＥＬ発光ユニット６０を構成する発光層以外の各層について、電荷注入層
、正孔輸送層、電子輸送層及び阻止層の順に説明する。
【００９９】
＜電荷注入層＞
　電荷注入層は、駆動電圧低下や発光輝度向上のために、電極と発光層の間に設けられる
層のことで、正孔注入層と電子注入層とがある。
【０１００】
　電荷注入層としては、一般には、正孔注入層であれば、陽極と発光層又は正孔輸送層と
の間、電子注入層であれば陰極と発光層又は電子輸送層との間に存在させることができる
が、本発明においては、透明電極に隣接して電荷注入層を配置させることが好ましい。
【０１０１】
　正孔注入層は、駆動電圧低下や発光輝度向上のために、透明電極である陽極に隣接して
配置される層である。
【０１０２】
　正孔注入層に用いられる材料としては、例えば、ポルフィリン誘導体、フタロシアニン
誘導体、オキサゾール誘導体、オキサジアゾール誘導体、トリアゾール誘導体、イミダゾ
ール誘導体、ピラゾリン誘導体、ピラゾロン誘導体、フェニレンジアミン誘導体、ヒドラ
ゾン誘導体、スチルベン誘導体、ポリアリールアルカン誘導体、トリアリールアミン誘導
体、カルバゾール誘導体、インドロカルバゾール誘導体、イソインドール誘導体、アント
ラセンやナフタレン等のアセン系誘導体、フルオレン誘導体、フルオレノン誘導体、及び
ポリビニルカルバゾール、芳香族アミンを主鎖又は側鎖に導入した高分子材料又はオリゴ
マー、ポリシラン、導電性ポリマー又はオリゴマー（例えば、ＰＥＤＯＴ（ポリエチレン
ジオキシチオフェン）：ＰＳＳ（ポリスチレンスルホン酸）、アニリン系共重合体、ポリ
アニリン、ポリチオフェン等）等が挙げられる。
【０１０３】
　トリアリールアミン誘導体としては、α－ＮＰＤ（４，４′－ビス〔Ｎ－（１－ナフチ
ル）－Ｎ－フェニルアミノ〕ビフェニル）に代表されるベンジジン型や、ＭＴＤＡＴＡ（
４，４′，４″－トリス〔Ｎ－（３－メチルフェニル）－Ｎ－フェニルアミノ〕トリフェ
ニルアミン）に代表されるスターバースト型、トリアリールアミン連結コア部にフルオレ
ンやアントラセンを有する化合物等が挙げられる。
　また、ヘキサアザトリフェニレン誘導体も同様に正孔注入層用の材料として用いること
ができる。
【０１０４】
　電子注入層は、駆動電圧低下や発光輝度向上のために、陰極と発光層との間に設けられ
る層のことであり、陰極が本発明に係る透明電極で構成されている場合には、当該透明電
極に隣接して設けられる。
【０１０５】
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　電子注入層に好ましく用いられる材料の具体例としては、ストロンチウムやアルミニウ
ム等に代表される金属、フッ化リチウム、フッ化ナトリウム、フッ化カリウム等に代表さ
れるアルカリ金属化合物、フッ化マグネシウム、フッ化カルシウム等に代表されるアルカ
リ金属ハライド層、フッ化マグネシウムに代表されるアルカリ土類金属化合物層、酸化モ
リブデン、酸化アルミニウム等に代表される金属酸化物、リチウム８－ヒドロキシキノレ
ート（Ｌｉｑ）等に代表される金属錯体等が挙げられる。また、陰極が透明電極である場
合は、金属錯体等の有機材料が特に好適に用いられる。電子注入層はごく薄い膜であるこ
とが望ましく、構成材料にもよるが、その層厚は１ｎｍ～１０μｍの範囲が好ましい。
【０１０６】
＜正孔輸送層＞
　正孔輸送層とは正孔を輸送する機能を有する正孔輸送材料からなり、広い意味で正孔注
入層及び電子阻止層も正孔輸送層の機能を有する。正孔輸送層は単層又は複数層設けるこ
とができる。
【０１０７】
　正孔輸送材料としては、正孔の注入又は輸送、電子の障壁性のいずれかを有するもので
あり、有機物、無機物のいずれであってもよい。例えば、トリアゾール誘導体、オキサジ
アゾール誘導体、イミダゾール誘導体、ポリアリールアルカン誘導体、ピラゾリン誘導体
、ピラゾロン誘導体、フェニレンジアミン誘導体、アリールアミン誘導体、アミノ置換カ
ルコン誘導体、オキサゾール誘導体、スチリルアントラセン誘導体、フルオレノン誘導体
、ヒドラゾン誘導体、スチルベン誘導体、シラザン誘導体、アニリン系共重合体、導電性
高分子オリゴマー及びチオフェンオリゴマー等が挙げられる。
【０１０８】
　正孔輸送材料としては、上記のものを使用することができるが、ポルフィリン化合物、
芳香族第３級アミン化合物及びスチリルアミン化合物を用いることができ、特に芳香族第
３級アミン化合物を用いることが好ましい。
【０１０９】
　芳香族第３級アミン化合物及びスチリルアミン化合物の代表例としては、Ｎ，Ｎ，Ｎ′
，Ｎ′－テトラフェニル－４，４′－ジアミノフェニル、Ｎ，Ｎ′－ジフェニル－Ｎ，Ｎ
′－ビス（３－メチルフェニル）－〔１，１′－ビフェニル〕－４，４′－ジアミン（略
称：ＴＰＤ）、２，２－ビス（４－ジ－ｐ－トリルアミノフェニル）プロパン、１，１－
ビス（４－ジ－ｐ－トリルアミノフェニル）シクロヘキサン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テト
ラ－ｐ－トリル－４，４′－ジアミノビフェニル、１，１－ビス（４－ジ－ｐ－トリルア
ミノフェニル）－４－フェニルシクロヘキサン、ビス（４－ジメチルアミノ－２－メチル
フェニル）フェニルメタン、ビス（４－ジ－ｐ－トリルアミノフェニル）フェニルメタン
、Ｎ，Ｎ′－ジフェニル－Ｎ，Ｎ′－ジ（４－メトキシフェニル）－４，４′－ジアミノ
ビフェニル、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラフェニル－４，４′－ジアミノジフェニルエー
テル、４，４′－ビス（ジフェニルアミノ）クオードリフェニル、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ（ｐ
－トリル）アミン、４－（ジ－ｐ－トリルアミノ）－４′－〔４－（ジ－ｐ－トリルアミ
ノ）スチリル〕スチルベン、４－Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノ－（２－ジフェニルビニル）
ベンゼン、３－メトキシ－４′－Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノスチルベンゼン及びＮ－フェ
ニルカルバゾール等が挙げられる。
【０１１０】
　正孔輸送層は、上記正孔輸送材料を、例えば、真空蒸着法、スピンコート法、キャスト
法、インクジェット法を含む印刷法及びＬＢ法（ラングミュア・ブロジェット、Ｌａｎｇ
ｍｕｉｒ　Ｂｌｏｄｇｅｔｔ法）等の公知の方法により、薄膜化することにより形成する
ことができる。正孔輸送層の層厚については特に制限はないが、通常は５ｎｍ～５μｍ程
度、好ましくは５～２００ｎｍの範囲である。この正孔輸送層は、上記材料の１種又は２
種以上からなる１層構造であってもよい。
【０１１１】
　また、正孔輸送層の材料に不純物をドープすることにより、ｐ性を高くすることもでき
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る。
【０１１２】
　このように、正孔輸送層のｐ性を高くすると、より低消費電力の有機ＥＬ素子を作製す
ることができるため好ましい。
【０１１３】
＜電子輸送層＞
　電子輸送層は、電子を輸送する機能を有する材料から構成され、広い意味で電子注入層
や正孔阻止層も電子輸送層に含まれる。電子輸送層は、単層構造又は複数層の積層構造と
して設けることができる。
【０１１４】
　単層構造の電子輸送層及び積層構造の電子輸送層において、発光層に隣接する層部分を
構成する電子輸送材料（正孔阻止材料を兼ねる）としては、カソード（陰極）より注入さ
れた電子を発光層に伝達する機能を有していれば良い。このような材料としては、従来公
知の化合物の中から任意のものを選択して用いることができる。例えば、ニトロ置換フル
オレン誘導体、ジフェニルキノン誘導体、チオピランジオキシド誘導体、カルボジイミド
、フレオレニリデンメタン誘導体、アントラキノジメタン、アントロン誘導体及びオキサ
ジアゾール誘導体等が挙げられる。さらに、上記オキサジアゾール誘導体において、オキ
サジアゾール環の酸素原子を硫黄原子に置換したチアジアゾール誘導体、電子吸引基とし
て知られているキノキサリン環を有するキノキサリン誘導体も、電子輸送層の材料として
用いることができる。さらにこれらの材料を高分子鎖に導入した高分子材料又はこれらの
材料を高分子の主鎖とした高分子材料を用いることもできる。
【０１１５】
　また、８－キノリノール誘導体の金属錯体、例えば、トリス（８－キノリノール）アル
ミニウム（略称：Ａｌｑ３）、トリス（５，７－ジクロロ－８－キノリノール）アルミニ
ウム、トリス（５，７－ジブロモ－８－キノリノール）アルミニウム、トリス（２－メチ
ル－８－キノリノール）アルミニウム、トリス（５－メチル－８－キノリノール）アルミ
ニウム、ビス（８－キノリノール）亜鉛（略称：Ｚｎｑ）等及びこれらの金属錯体の中心
金属がＩｎ、Ｍｇ、Ｃｕ、Ｃａ、Ｓｎ、Ｇａ又はＰｂに置き替わった金属錯体も、電子輸
送層の材料として用いることができる。
【０１１６】
　電子輸送層は、上記材料を、例えば、真空蒸着法、スピンコート法、キャスト法、イン
クジェット法を含む印刷法及びＬＢ法等の公知の方法により、薄膜化することで形成する
ことができる。電子輸送層の層厚については特に制限はないが、通常は５ｎｍ～５μｍ程
度、好ましくは５～２００ｎｍの範囲内である。電子輸送層は上記材料の１種又は２種以
上からなる単一構造であってもよい。
【０１１７】
＜阻止層＞
　阻止層としては、正孔阻止層及び電子阻止層が挙げられ、上記説明した有機ＥＬ発光ユ
ニット６０の各構成層の他に、必要に応じて設けられる層である。例えば、正孔阻止（ホ
ールブロック）層等を挙げることができる。
【０１１８】
　正孔阻止層とは、広い意味では、電子輸送層の機能を有する。正孔阻止層は、電子を輸
送する機能を有しつつ正孔を輸送する能力が著しく小さい正孔阻止材料からなり、電子を
輸送しつつ正孔を阻止することで電子と正孔の再結合確率を向上させることができる。ま
た、電子輸送層の構成を必要に応じて、正孔阻止層として用いることができる。正孔阻止
層は、発光層に隣接して設けられていることが好ましい。
【０１１９】
　一方、電子阻止層とは、広い意味では、正孔輸送層の機能を有する。電子阻止層は、正
孔を輸送する機能を有しつつ、電子を輸送する能力が著しく小さい材料からなり、正孔を
輸送しつつ電子を阻止することで電子と正孔の再結合確率を向上させることができる。ま
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た、正孔輸送層の構成を必要に応じて電子阻止層として用いることができる。本発明に適
用する正孔阻止層の層厚としては、好ましくは３～１００ｎｍの範囲であり、さらに好ま
しくは５～３０ｎｍの範囲である。
【０１２０】
＜カソード＞
　第１カソード３０は、有機ＥＬ発光ユニット６０に正孔を供給するために機能する電極
層であり、金属、合金、有機又は無機の導電性化合物若しくはこれらの混合物が用いられ
る。具体的には、金、アルミニウム、銀、マグネシウム、リチウム、マグネシウム／銅混
合物、マグネシウム／銀混合物、マグネシウム／アルミニウム混合物、マグネシウム／イ
ンジウム混合物、インジウム、リチウム／アルミニウム混合物、希土類金属、ＩＴＯ、Ｚ
ｎＯ、ＴｉＯ２及びＳｎＯ２等の酸化物半導体などが挙げられる。
【０１２１】
　第１カソード３０は、これらの導電性材料を蒸着やスパッタリング等の方法により薄膜
を形成させて作製することができる。また、第１カソード３０のシート抵抗は、数百Ω／
ｓｑ．以下が好ましく、膜厚は通常５ｎｍ～５μｍ、好ましくは５～２００ｎｍの範囲内
で選ばれる。
【０１２２】
　なお、発光画素部５０が、第１カソード３０側からも発光光を取り出す、両面発光型の
場合には、第１カソード３０を光透過性の良好な電極によって構成すればよい。
【０１２３】
＜封止部材＞
　本発明に係る有機ＥＬディスプレイ１０の封止手段としては、外周部に設けられた封止
膜８０と、当該封止膜８０の上部に設けられた封止部材８１によって封止する方法を挙げ
ることができる。
【０１２４】
　封止部材８１としては、有機ＥＬ素子の表示領域を覆うように配置されていればよく、
凹板状でも、平板状でもよい。また透明性及び電気絶縁性は特に限定されない。
【０１２５】
　具体的には、ガラス板、ポリマー板、フィルム、金属板、フィルム等が挙げられる。ガ
ラス板としては、特にソーダ石灰ガラス、バリウム・ストロンチウム含有ガラス、鉛ガラ
ス、アルミノケイ酸ガラス、ホウケイ酸ガラス、バリウムホウケイ酸ガラス、石英等を挙
げることができる。また、ポリマー板としては、ポリカーボネート、アクリル、ポリエチ
レンテレフタレート、ポリエーテルサルファイド、ポリサルフォン等を挙げることができ
る。金属板としては、ステンレス、鉄、銅、アルミニウム、マグネシウム、ニッケル、亜
鉛、クロム、チタン、モリブテン、シリコン、ゲルマニウム及びタンタルからなる群から
選ばれる１種以上の金属又は合金が挙げられる。
【０１２６】
　封止部材８１としては、有機ＥＬ素子を薄膜化することできる観点から、ポリマーフィ
ルム及び金属フィルムを好ましく使用することができる。さらに、ポリマーフィルムは、
ＪＩＳ　Ｋ　７１２９－１９９２に準拠した方法で測定された温度２５±０．５℃、相対
湿度９０±２％ＲＨにおける水蒸気透過度が、１×１０－３ｇ／ｍ２・２４ｈ以下である
ことが好ましく、さらには、ＪＩＳ　Ｋ　７１２６－１９８７に準拠した方法で測定され
た酸素透過度が、１×１０－３ｍＬ／ｍ２・２４ｈ・ａｔｍ（１ａｔｍは、１．０１３２
５×１０５Ｐａである）以下であって、温度２５±０．５℃、相対湿度９０±２％ＲＨに
おける水蒸気透過度が、１×１０－３ｇ／ｍ２・２４ｈ以下であることが好ましい。
【０１２７】
　封止膜８０としては、例えば、アクリル酸系オリゴマー、メタクリル酸系オリゴマーの
反応性ビニル基を有する光硬化及び熱硬化型接着剤、２－シアノアクリル酸エステル等の
湿気硬化型等の封止用接着剤によって形成する方法を挙げることができる。また、封止用
接着剤としては、エポキシ系等の熱及び化学硬化型（二液混合）の接着剤、ポリアミド、
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ポリエステル、ポリオレフィン等のホットメルト型の接着剤、及びカチオン硬化タイプの
紫外線硬化型エポキシ樹脂接着剤を挙げることができる。
【０１２８】
　封止部材と有機ＥＬ素子の表示領域（発光領域）との間隙には、封止膜８０の他には、
気相及び液相では窒素、アルゴン等の不活性気体やフッ化炭化水素、シリコンオイルのよ
うな不活性液体を注入することもできる。また、封止部材と有機ＥＬ素子の表示領域との
間隙を真空とすることや、間隙に吸湿性化合物を封入することもできる。
【０１２９】
［有機ＥＬディスプレイの製造方法］
　有機ＥＬディスプレイ１０の製造方法としては、透明基材７０上に、光電変換部９０及
び絶縁層９４を積層形成した後、複数列の第１アノード２０、中間電極４０を介して積層
された複数の有機ＥＬ発光ユニット６０、複数列の第１カソード３０を積層して形成する
ことができる。
　絶縁層９４としては、光電変換部９０と発光画素部５０との間を絶縁できればよく、高
い透明性を有する材料が好ましく用いられる。絶縁層９４としては、例えば、酸化シリコ
ンＳｉＯｘや窒化シリコンＳｉＮｘ等の無機絶縁体や、感光性樹脂などの有機絶縁体を好
適に用いることができる。
【０１３０】
　以下で説明する有機ＥＬディスプレイ１０の製造方法としては、図２～図５に記載した
有機ＥＬディスプレイ１０の有機ＥＬ発光ユニット６０部分について、具体例を挙げて説
明する。また、制御部１１、第１ドライバー１２、第２ドライバー１３及び光検出回路部
１５については記載を省略する。
【０１３１】
　まず、透明基材７０を準備し、光電変換部９０及び絶縁層９４を積層形成した後、絶縁
層９４上に所望の電極物質、例えば、陽極用物質からなる薄膜を１μｍ以下、好ましくは
１０～２００ｎｍの範囲内の膜厚になるように、蒸着やスパッタリング等の方法により形
成させ、第１アノード２０を形成する。第１アノード２０は、図２～５に示すように、左
右方向に沿った複数の列となるように形成する。
【０１３２】
　次に、第１アノード２０が形成された透明基材７０上に、有機ＥＬ発光ユニット６０（
赤色発光ユニット６０Ｒ）として、正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層等を順
に積層する。
【０１３３】
　有機ＥＬ発光ユニット６０を構成する各層の形成は、スピンコート法、キャスト法、イ
ンクジェット法、蒸着法、印刷法等があるが、均質な層が得られやすく、かつ、ピンホー
ルが生成しにくい等の点から、真空蒸着法又はスピンコート法が特に好ましい。更に、層
ごとに異なる形成方法を適用しても良い。これらの各層の形成に蒸着法を採用する場合、
その蒸着条件は使用する化合物の種類等により異なるが、一般にボート加熱温度５０～４
５０℃、真空度１×１０－６～１×１０－２Ｐａ、蒸着速度０．０１～５０ｎｍ／秒、基
板温度－５０～３００℃、層厚０．１～５μｍの範囲内で、各条件を適宜選択することが
望ましい。
【０１３４】
　次に、上述した第１アノード２０の形成方法及び有機ＥＬ発光ユニット６０と同様の方
法で、上述した赤色発光ユニット６０Ｒの層の上に、第１中間電極４１、緑色発光ユニッ
ト６０Ｇ、第２中間電極４２、青色発光ユニット６０Ｂ、第１カソード３０を順に形成す
る。ここで、図２～図５に示したように、第１中間電極４１及び第１カソード３０は、前
後方向に沿った複数の列で形成し、かつ第２中間電極４２は左右方向に沿った複数の列で
形成する。また、第１アノード２０及び第２中間電極４２の組と、第１中間電極４１及び
第１カソード３０の組は、それぞれ、平面視した際に重なる位置になるように形成する（
図２）。
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【０１３５】
　第１カソード３０の形成後、外周部に封止用接着剤を塗布して封止膜８０を形成し、上
部に封止部材８１を設けることによって封止する。ここで、封止膜８０による外周部の封
止では、各電極の端子部分を露出させた状態で、透明基材７０上に、少なくとも各有機Ｅ
Ｌ発光ユニット６０を覆うようにして封止する。
【０１３６】
　また、有機ＥＬディスプレイ１０の製造において、例えば、有機ＥＬ素子の各電極と、
第１ドライバー１２又は第２ドライバー１３とを電気的に接続するが、その際に用いるこ
とのできる電気的な接続部材としては、導電性を備えた部材であれば特に制限はないが、
例えば、異方性導電膜（ＡＣＦ）であることが好ましい。
【０１３７】
　異方性導電膜（ＡＣＦ）としては、例えば、熱硬化性樹脂に混ぜ合わせた導電性を持つ
微細な導電性粒子を有する層を挙げることができる。本発明に用いることができる導電性
粒子を含有する層としては、異方性導電部材としての導電性粒子を含有する層であれば、
特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。本発明に係る異方性導電部材
として用いることができる導電性粒子としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択
することができ、例えば、金属粒子、金属被覆樹脂粒子などが挙げられる。市販されてい
るＡＣＦとしては、例えば、ＭＦ－３３１（日立化成製）などの、樹脂フィルムにも適用
可能な低温硬化型のＡＣＦを挙げることができる。
【０１３８】
　金属粒子としては、例えば、ニッケル、コバルト、銀、銅、金、パラジウムなどが挙げ
られ、金属被覆樹脂粒子としては、例えば、樹脂コアの表面をニッケル、銅、金、及びパ
ラジウムのいずれかの金属を被覆した粒子が挙げられる。
【０１３９】
［その他］
　本発明の今回開示された実施の形態は、全ての点で例示であって制限的なものではない
と考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した詳細な説明に限定されるものではな
く特許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内での全ての変
更が含まれることが意図される。
【０１４０】
　例えば、図１～図１１に記載した有機ＥＬディスプレイ１０の構成の一例では、赤色発
光ユニット６０Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及び青色発光ユニット６０Ｂの３層が積層さ
れており、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のいずれか色の光を発光できる発光画
素部５０を設けた構成を示したが、これに限られない。例えば、さらに、白色（Ｗ）に発
光する有機ＥＬ発光ユニット６０（以下、白色発光ユニット６０Ｗともいう。）や、黄色
（Ｙ）に発光する有機ＥＬ発光ユニット６０（以下、黄色発光ユニット６０Ｙともいう。
）を含むように積層し、白色（Ｗ）や黄色（Ｙ）の色の光を発光できるようにしてもよい
。
　また、本発明に係る有機ＥＬディスプレイ１０は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（
Ｂ）の有機ＥＬ発光ユニット６０を有する発光画素部５０を備えたフルカラーの有機ＥＬ
ディスプレイ１０とする構成に限られない。例えば、青色発光ユニット６０Ｂと黄色発光
ユニット６０Ｙの２層を積層したマルチカラーの有機ＥＬディスプレイ１０としてもよい
。さらに、異色に発光する有機ＥＬ発光ユニット６０を積層するだけでなく、同色に発光
する有機ＥＬ発光ユニット６０を複数積層してもよい。
【０１４１】
　また、図１～図１１に記載したフルカラーの有機ＥＬディスプレイ１０に備えられた発
光画素部５０は、赤色発光ユニット６０Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及び青色発光ユニッ
ト６０Ｂが順に積層されている。ここで、積層された三つの有機ＥＬ発光ユニット６０が
、それぞれ、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のうちいずれか一色の光を重複する
ことなく発光する構成であれば、積層する有機ＥＬ発光ユニット６０の順番は適宜変更可
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能である。なお、ここでいう「重複することなく発光する」とは、重複する色が存在しな
いように、例えば赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）であれば、ＲＧＢ、ＲＢＧ、Ｇ
ＲＢ、ＧＢＲ、ＢＲＧ、ＢＧＲのいずれかの順番で、各色を発光する有機ＥＬ発光ユニッ
トが積層されていることを意味する。また、各発光画素部５０に、赤色発光ユニット６０
Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及び青色発光ユニット６０Ｂの三つの発光ユニットが含まれ
ていれば、発光画素部５０ごとに、積層する複数の有機ＥＬ発光ユニット６０の順番を変
更してもよい。
【０１４２】
　また、図２～図５に示した有機ＥＬディスプレイの層構成では、光電変換部９０の上部
に発光画素部５０を設けた例を示したが、発光画素部５０からの光を受光することができ
れば、これに限られない。例えば、発光画素部５０を構成する有機ＥＬ発光ユニットの間
（例えば、赤色発光ユニット６０Ｒと緑色発光ユニットＧとの間）に光電変換部９０を有
する構成としてもよい。
【０１４３】
　また、図２～図５に示した有機ＥＬディスプレイの層構成では、各発光画素部５０に対
して１つの光電変換部９０を備えた構成を示したが、これに限られず、例えば、赤色発光
ユニット６０Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及び青色発光ユニット６０Ｂに対してそれぞれ
１つずつ光電変換部９０を備えた構成としてもよい。
【０１４４】
　また、光電変換部９０は、光を受光して光電流を出力できれば、適宜変更可能であり、
例えば、第２アノード９１と第２カソード９３の位置を逆にして、光電流が逆方向に流れ
るような構成としてもよい。
【０１４５】
　また、図３及び図４等に示すように、各有機ＥＬ発光ユニット６０について、表示領域
１４の全域に１層形成しているが、少なくとも発光画素部５０部分にのみ形成していれば
よい。この場合には、有機ＥＬ発光ユニット６０を挟む電極間が、発光画素部５０以外の
部分で絶縁するように、絶縁膜等を設けて構成すればよい。
【０１４６】
　また、図１～図１１で説明した有機ＥＬディスプレイ１０の構成の一例では、発光画素
部５０がマトリクス状に並べられた例を記載しているが、適宜変更可能である。例えば、
様々な色をランダムに発光させるような用途で用いられる有機ＥＬディスプレイ１０を製
造する場合には、表示領域１４に様々な形態の発光画素部５０が存在するように製造して
もよい。このような発光画素部５０を形成する方法としては、例えば、第１アノード２０
、第１中間電極４１、第２中間電極４２、第１カソード３０を、それぞれ左右方向又は前
後方向の所定の方向に沿って形成せずに、それぞれの電極を左右方向又は前後方向に対し
て傾斜するように形成する方法や、それぞれの電極の太さを変更する方法等が挙げられる
。
【０１４７】
　また、図６には、図２～図５に記載した有機ＥＬディスプレイ１０の駆動回路の一例を
示したが、外部装置（図示しない）から供給される映像信号に応じて、赤色発光ユニット
６０Ｒ、緑色発光ユニット６０Ｇ及び青色発光ユニット６０Ｂの駆動をそれぞれ制御し、
所望の色を発光することができれば、構成は変更可能である。
【０１４８】
　また、図１～図１１で説明した有機ＥＬディスプレイ１０の構成の一例では、第１ドラ
イバー１２及び第２ドライバー１３の二つのドライバーによって、駆動回路のスイッチの
オン・オフを制御する方法を示したが、これに限られない。例えば、第１アノード２０、
第１中間電極４１、第２中間電極４２、第１カソード３０のそれぞれの電極ごとにドライ
バーを設け、計四つのドライバーによって駆動回路のスイッチのオン・オフを制御するこ
ととしてもよい。
【０１４９】
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　また、本実施形態の有機ＥＬディスプレイ１０では、高電位側電源Ｖｄｄ１及びＶｄｄ
２は、それぞれ同じ電圧の電源であることとしたが、設計に応じて適宜変更可能である。
また同様に、低電位側電源Ｖｓｓ１及びＶｓｓ２も、それぞれ同じ電圧の電源であること
としたが、設計に応じて適宜変更可能である。
【符号の説明】
【０１５０】
１０　有機ＥＬディスプレイ
１１　制御部
１２　第１ドライバー
１３　第２ドライバー
１４　表示領域
１５　光検出回路部
１６　オペアンプ
２０　第１アノード
３０　第１カソード
４０　中間電極
４１　第１中間電極
４２　第２中間電極
５０　発光画素部
６０　有機ＥＬ発光ユニット
６０Ｒ　赤色発光ユニット（赤色に発光する有機ＥＬ発光ユニット）
６０Ｇ　緑色発光ユニット（緑色に発光する有機ＥＬ発光ユニット）
６０Ｂ　青色発光ユニット（青色に発光する有機ＥＬ発光ユニット）
６０Ｗ　白色発光ユニット（白色に発光する有機ＥＬ発光ユニット）
６０Ｙ　黄色発光ユニット（黄色に発光する有機ＥＬ発光ユニット）
７０　透明基材
８０　封止膜
８１　封止部材
９０　光電変換部
９１　第２アノード
９２　受光層
９３　第２カソード
９４　絶縁層
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